
①ＪＴＢグループ各社が連携し、各事業の商品や地域の魅力をＰＲ。

ＪＴＢグループでは、本事業へのサポートとして、モニターツアーに関する情報をＪＴＢのＨＰ等を活

用して発信することやモニターツアーのターゲットとなる発地域の連携を支援。

また、次年度についても、商品化サポート、マッチングサポートや情報発信を実施。

＜考え方＞

・ニューツーリズムの旅行商品化は、ターゲットの設定が大切であり、その旅行商品の情報発信には、

ターゲットに合わせた媒体や手法の選定が必要である。

・本事業でのモニターツアー告知、地域の魅力の情報発信では、以下の情報発信チャネルが持つ

様々な媒体や手法の中から、ターゲットにあったものを選定し、組み合わせて、実施。

[事業の情報発信チャネル]

①ＪＴＢグループの持つ様々なメディアやプロモーション手法

②近鉄グループの持つ様々なメディアやプロモーション手法

③地域や奈良県の持つ様々なメディアやプロモーション手法

④観光庁が本事業のために開設するメディアやプロモーション手法
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３． 調査対象地域の魅力の情報発信の手法の検討・実施

（１）情報発信の手法の検討



■モニターツアーの募集告知では、以下の手法の中から適切な方法をセレクトし、情報発信。

ツアーをＪＴＢの通販型旅行商品である、

「旅物語」における会員向け旅行商品として

情報を発信し、集客展開を図る

旅行者が購入する冊子「るるぶ」のWEBサイト「るるぶ.com」でPRと集客展開を図る

様々な趣味を持った世代が

集まるカルチャーセンター

野外・旅行講座などと連携したPRと

集客展開を行う。
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②地域への主力アクセス交通機関である近畿日本鉄道と連携した情報発信

・近鉄の電車や駅を活用したモニターツアーの募集告知と地域の魅力発信を実施。

[展開案]

・近鉄の電車内での中吊ポスター掲出

・近鉄の主要駅でのポスター掲出

・近鉄の主要駅でのリーフレットの設置

・近鉄の沿線情報誌等での告知
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③地域や奈良県の持つメディアやプロモーション手法でのＰＲ

吉野町や川上村の自治体や観光協会、地域の施設、奈良県のＨＰやFacebook等SNS媒体

や各種広報、PR、情報発信ツールへの掲載を促進。

●吉野町マスコットキャラクター「吉野ピンクル」の公式FB頁

●川上村の公式FB頁

●奈良県の観光情報HP（巡る奈良） ●奈良県の観光情報HP（ならグリーンツーリズム）

27

④観光庁が本事業のPRのために開設するメディアやプロモーションへの参画（第７章に記載）

観光庁で開設するポータルサイトでの情報発信への素材提供。

観光庁で開催する商談会及びＰＲイベントに参加。

＊各種ＰＲツールの制作

モニターツアーの募集と地域の魅力ＰＲのために、各種ツールを制作。

[想定ツール]

◆モニターツアー募集ポスター

◆モニターツアー募集リーフレット

◆インターネット用コンテンツ

◆プレスリリース用原稿

◆地域の魅力ＰＲパネル

◆地域の魅力ＰＲパンフレット

◆地域PR映像



①ＪＴＢグループの持つ様々なメディアやプロモーション手法

ＪＴＢ西日本管内の支店にて販売開始することを、広報室を通じてプレスリリース。
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（２）情報発信の実施
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ＪＴＢ西日本 ＷＥＢ申込画面
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ＪＴＢ奈良支店 ブログ紹介



②近鉄グループの持つ様々なメディアやプロモーション手法

近鉄の電車や駅を活用したモニターツアーの募集告知と地域の魅力発信を実施。
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＜デジタルサイネージ＞

・あべの橋駅デジタルサイネージ 9/20-10/6

・京都駅デジタルサイネージ 9/20-10/25

＜ＡＤトレイン＞

・近鉄電車（南大阪線） ＡＤトレイン 9/20-9/29
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＜中吊り広告・ドア横ポスター＞

・近鉄電車（南大阪線） 中吊りポスター 9/23-9/29

・近鉄電車（大阪・奈良線） ドア横額面 9/28-10/4

＜近鉄沿線各駅ラック＞

・各駅ラック 9/20-10/25
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③地域や奈良県の持つメディアやプロモーション手法でのＰＲ

吉野町や川上村の自治体や観光協会、地域の施設、奈良県のＨＰやFacebook等SNS媒体

や各種広報、PR、情報発信ツールへの掲載を促進。

吉野町地域おこし協力隊 のブログ



NPO法人「奈良まほろばソムリエの会」専務理事 のブログ
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ホテル杉の湯 のブログ
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④観光庁が本事業のために開設するメディアやプロモーション手法

観光庁が開設するポータルサイト「タビカレ」での情報発信への素材提供。


